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米国の天然ガス生産を牽引する
輸出の拡大 

 米エネルギー省の予想によると、同国の天然ガスの生産量は、2013、14年はほぼ横ばいながら、15年

以降、伸びが高まり、堅調に増加するとみられています。15年以降の生産増加を支える主な要因は輸出

で、まずはパイプライン経由でのメキシコ向けが伸びるほか、17年には日本など向けのLNG（液化天然 

ガス）が加わることから、19年までの5年間は毎年、前年比二桁の高い伸びが予想されています。 

 メキシコは、天然ガスの産出国ながら、国内需要を満たせておらず、米国からの輸入に頼っています。 

また、メキシコのパイプライン網は天然ガスが産出されるメキシコ湾周辺の同国東部に偏って整備されて

います。このため、産業が集積している首都メキシコシティ周辺や、80年代以降、家電・自動車などの組立

加工産業の集積が進んだ北部、そして、現在、自動車産業の集積が急速に進んでいる中部などでは、 

天然ガスの潜在需要が満たされていない状況です。ただし、現在、米テキサス州南部とメキシコ中部の 

同国最大規模の自動車産業集積地グアナフアト州とをパイプラインで結ぶという、超大型輸送インフラ・ 

プロジェクト「ロス・ラモネス・プロジェクト」が進められています。3日にはその第1区間が完成し、米国から

のシェール・ガスの輸入を45%拡大することが可能となりました。そして、1年後にはメキシコの天然ガス 

輸入量の3分の1を賄うことが可能になるとされています。これとは別に、15年から17年にかけて、    

米アリゾナ州とメキシコ西部・北部とを結ぶパイプラインも順次、操業を開始する計画となっており、米国 

からメキシコへの天然ガス輸出の拡大に大きく寄与する見通しです。 

 米国での天然ガスの生産は、輸出の増加に支えられ、国内消費の伸びを上回るペースで増える見通し

です。そして、同国は18年に天然ガスの純輸入国から純輸出国へ転身するとみられていますが、輸出先

の拡大などに伴なって輸出の増加ペースが速まれば、18年より前倒しとなる可能性も考えられます。 
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出所：「BP Statistical Review of World Energy June 2014」 

米国の天然ガスの生産・消費・輸出入量の推移 
（1990年～2040年予想）  

メキシコの天然ガスの生産・消費・輸入量の推移 
（1990年～2013年） 

※上記は過去のものおよび予想であり、将来を約束するものではありません。 

注：13年以降はEIAの予想 

出所：米ｴﾈﾙｷﾞｰ省ｴﾈﾙｷﾞｰ情報局（EIA）「Annual Energy Outlook 2014」 


